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今
年
も
ま
た
、
楽
し
い
文
化
祭
が
中
央
公
民
館
を
中
心
に
間
開
催

さ
れ
ま
す
。
弘
主
彩
な
分
野
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ

が
研
さ
ん
を
重
ね
た
成
果
の
発
表
で
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
文
化

祭
会
場
で
、
初
心
者
を
対
象
に
し
た
一
日
宜
桑
教
室
や
一
臼
盤
豪

教
室
も
晶
聞
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
…
方
、
文
化

の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
話
緩
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
期
間
南
の
平
塚
に

美
術
館
を
建
設
し
よ
う
と
、
「
美
術
館
建
設
基
本
計
一
回
」
が
策
定

さ
れ
、
建
設
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
と
と

も
に
、
温
か
く
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人口 232，252人

設帯 74，640世努

(61年 9月 1日現在)

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
i
プ
と
文
化
祭
に
出
品
す
る
持
品
在
製
作
中
の
一
摺
護
教
室
の
み
な
答
ん

{
一
刻
写
真
教
護
〕
犯
人
募
集

初
心
者
を
対
象
に
し
た
写
真
教

室
。
コ
ン
テ
ス
ト
も
行
う
予
湾

-
U
月
2
日
(
臼
)
羽
狩
日
間
以
降

.
教
材
費
五
百
円
。
カ
メ
ラ
持
参
。

台
湾
緩
繁
一
笠
宮
お
初
人
募
集

-
M
R幻
自
(
金
)
1日
月
3
8
3
U符
中
央
公
民
館
水
篠
に
粘
土
の
一
積
で
風
景
の

戸

税

)

{

糞

衡

の

都

}

ミ

ニ

チ

ュ

ア

を

作

り

ま

す

。

・
中
央
公
民
館
宇
ャ
ラ
リ
1

・
規
格
①
絵
画
、
彫
刻
の
範
囲

-m月
初
日
(
臼
)
日
時
1
日
時

寸
劇
昨
割
以
判
」
で
雲
寺
②
1
人

22・
2
一言

「
ー
ド
L
に
じ
い
仁
ト
ド

L
③
仮
額
で
直
ち
に
展
示
で
き
る
ご
司
ア
i
ト
フ
ラ
ワ
ー
整
議

{

平

塚

華

道

培

法

宜

麗

〕

物

お

人

募

集

・
山
山
月
幻
口
M

(

金
)
1
U月
3
臼

・

出

品

料

無

料

・

ω月
日
四
日
(
白
)
日
時
吋
ら
お
時

(
祝
)
@
搬
入
間
同
月
訪
日
(
日
)
ね
時
・
教
材
費
五
色
向
。
呂
打
ち
及
び

・
梅
展
六
階
催
物
会
場

1
話
時
吋
中
央
公
民
館
税
同
脂
綿
少
々
持
参
。

{

川

榔

大

会

〕

⑧

申

し

込

み

-m問
月

印

臼

(

日

)

口

マ

ロ

時

一

日

教

室

開

く

ω月
初
日
(
月
)
ま
で
に
、
役

平
塚
吏
文
化
祭
は
、
芸
能
・
芸
・
市
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
参
加
者
を
募
集
復
は
が
き
で
、
住
所
、
氏
名
、
電

術

・

学

芸

の

三

部

門

に

分

か

れ

て

〔

俳

句

大

会

}

話

番

号

、

希

望

教

室

を

記

入

の

う

い
ま
す
。

-
H
U

月
2
5
(臼
)
刊
時

t
幻
待
文
化
祭
に
親
し
ん
で
い
ぺ
た
こ
え
一
〒
泌
平
塚
市
浅
間
同
町
9

芸
能
部
門
は
、
子
供
の
コ
l
ラ
・
湖
北
パ
ム
口
氏
舘
ホ
ー
ル
う
と
一
日
教
室
を
開
聞
き
ま
す
。
た

1

平
塚
市
社
会
教
育
諌
」
へ
申

ス
や
、
音
楽
同
好
会
の
発
表
会
の
門
短
歌
}
だ
し
、
会
場
の
都
合
上
少
人
数
な
レ
ー
ト
O
を
。
多
い
と
き
は
、
拍
せ

ほ
か
に
、
誇
時
、
民
謡
、
認
識
な
・
日
月
2
B
(臼
)
日
時
吋
1
U時
の
で
、
早
め
に
申
し
込
み
を
。
ん
と
な
り
ま
す
。

ど
、
多
彩
な
催
し
が
予
定
さ
れ
て
・
松
族
公
民
館

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
、
ま
ち
{
受
話

か
ど
ホ
ー
ル
稲
元
で
奇
術
を
開
く
・
ロ
月
3
日
(
祝
)
刊
持
1
刊日時

な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
パ
ラ
エ
テ
・
中
央
公
民
総
和
室

イ
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
{
鉄
描
緩
朝
一
コ
i
ナ
i
}

芸
術
部
門
は
、
一
般
公
募
の
写
・
日
月
3
日
(
祝
)
刊
山
時
1
M持

真
や
美
掃
の
ほ
か
に
、
書
道
、
鎌
・
中
央
公
民
館
小
ホ
i
ル

倉
隊
、
接
且
阜
、
愛
蔵
品
な
ど
の
作

量

展

示

し

ま

す

。

作

品

の

募

集

学
芸
部
門
は
、
川
榔
大
会
、
俳
文
化
祭
の
作
品
を
募
集
し
て
い

句
大
品
開
、
知
歌
大
会
が
市
民
セ
ン
ま
す
。
奮
っ
て
ご
応
募
を
。

タ
1
・
同
地
北
・
松
原
公
民
館
で
そ
{
写
真
の
部
}

れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
す
。
参
加
は
自
・
規
格
①
モ
ノ
ク
ロ
、
カ
ラ
ー

治
な
の
で
、
み
な
さ
ん
も
お
出
か
(
組
雰
業
は
3
枚
ま
で
)
②
四

け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
中
央
公
民
ツ
切
り
以
上
全
倍
ま
で
③
パ
ネ

舘
で
は
、
茶
会
や
鉄
高
穫
型
コ
ー
ル
張
り
(
ガ
ラ
ス
額
装
可
)

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
す
。
議
選
協
・
参
m
費

三

内

(
3戸
以
内
)

会
震
は
梅
盤
六
階
催
し
物
会
場
で
・
搬
入
凶
月
山
口
臼
(
臼
)
日
時

す。
こ
の
ほ
か
、
勤
労
会
舘
前
広
場

で
は
、
技
能
戦
奉
仕
市
が
、
中
央

公
民
館
で
は
、
十
一
月
二
日
に
直

線
六
十
日
川
の
ミ
ニ
5
Lも
走
り
、

試
乗
が
で
き
ま
す
。

日
間
関
〕

{
絵
画
・
彫
刻
・
磐
零
人
形
・
ア

i
ト
フ
ラ
ワ
ー
-
冊
畿
管
問
〕

・
凶
行
犯
臼
(
土

)
1訪
日
(
ホ
)

.
中
央
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

{
写
真
・
懇
遜
・
鎌
倉
彫
}

芸能発表会
会場中央公民館

10月25日(工) 13時 --15時子 供音楽

15時 -17時 音柴問委子会

18時 -21時詩吟

10月26日(日} 13時 -17時洋舞

18時 -21時青 年音楽

11月 1日(ごと} 9時 -17時謡 曲

18時 -21時小型映画

11月 2臼 { 日 )11時 -17時邦楽

9時 -17時琵琶

13時 -17時 液奇術

11月 3日付兄} 13時 -15時民 聾

15時へ 17時民 謡

18時 -21時剣詩控

※の合場のみまちかどホーJレ稲元

技能職間体の奉仕市
日 時 11月 2日(沼} 10時 -15時

会場勤労会館前広場

職種大工、広告、建具、塗装 、農具、

自転車、左官、板金、印輩、洋裁

問い合わせ勤労会館(電話32'-3355)

公民館フェスティItJレ
作品発表 11月 7臼(金} - 9臼(臼)

!J 1l，E! 14日(金} -16臼(包)

芸能発表 11月 8臼(土)・ 9日 (B)
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山口八量u呈

一
さ
れ
、
審
議
の
結
栗
原
案
ど
お
り
一
所
改
修
事
業
費
を
計
上
し
た
。
民

一
可
決
さ
れ
た
。
一
生
費
で
は
、
駅
ピ
ル
ラ
ス
カ
立
孫

一
今
腐
の
補
正
内
容
は
、
主
に
回
一
駐
車
場
に
あ
わ
せ
て
設
慢
す
る
白

一
療
支
出
金
の
内
定
、
競
輪
事
業
収
一
転
車
駐
車
場
建
設
費
、
び
わ
青
少

一
益
金
の
実
緩
に
よ
る
収
入
増
な
ど
一
年
の
家
多
一
自
的
ホ
ー
ル
用
地
造
成

一
在
財
源
に
目
立
み
、
補
助
纂
業
を
一
工
墾
費
を
許
上
し
た
日

一
は
じ
め
、
統
定
予
算
支
措
置
で
き
一
一
教
育
委
員
長
に
斎

一
な
か
っ
た
菌
室
策
、
昭
和
六
士
一
部
一

一
度
事
業
に
対
す
る
準
備
的
経
費
に
一
藤
紳
一
沃
を
選
任

一
つ
い
て
措
寵
し
た
。
一
十
月
一
自
に
続
時
教
育
委
員
会

一
こ
の
結
果
、
一
般
会
訴
で
は
補
一
が
開
催
哀
れ
、
委
員
長
お
よ
び
職

一
正
額
十
一
億
九
千
一
一
一
百
三
十
一
一
一
万
一
務
代
理
者
が
選
押
注
さ
れ
た
。

一
六
千
舟
と
な
り
、
既
定
予
算
と
合
て
教
育
委
員
会
委
員
長
斎
藤
紳

一
わ
せ
る
と
、
一
般
会
計
の
予
算
規
一
一
氏

一
模
は
五
百
六
億
九
百
万
汚
と
な
っ
一
・
委
員
援
職
務
代
理
者
福
湾
一

紙

一

一

九

一

枝

氏

紘
一
九
丹
市
議
会
定
例
会
で
、
昭
和
一
主
な
内
容
を
み
る
と
、
総
誘
費
で
委
員
出
純
明
氏

庭
一
六
十
一
隻
度
の
補
正
予
算
が
提
第
一
で
は
須
賀
地
区
の
防
災
無
線
受
話
了
委
員
染
毅
一
氏

大

九
月
八
日
か
ら
照
会
杏
れ
て
い
た
九
丹
市
議
会
は
、
一
一
一
十
臼
に
審
議
再
議
え
閉
会
さ
れ

た
。
今
議
会
に
は
、
一
般
会
幹
裕
正
予
算
な
ど
十
一
ニ
件
が
提
案
さ
れ
た
。
審
議
の
結
果
、

市
民
病
院
事
業
会
計
決
算
の
認
定
、
特
別
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
改
正
に
つ
い
て
継

続
審
議
と
な
っ
た
ほ
か
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
ま
た
、
最
終
回
に
追
加
提
警
世

れ
た
撃
宵
委
員
会
委
員
等
の
選
径
に
つ
い
て
も
、
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
た
。

の

1
時
初
分
1
午
後
4
狩
レ
ジ
ャ
ー
笠
通
が
啓
一
丸
、
こ
の
ほ
ど
神
奈
川
県
最
低
賃
金

・
会
場
し
ら
さ
ぎ
広
場
、
市
役
一
放
な
ど
の
重
大
ヌ
通
事
故
が
多
発
一
が
改
正
さ
れ
、
十
月
八
臼
か
ら
施

所

一

す

る

こ

と

が

予

想

さ

れ

る

。

一

行

容

れ

た

。

マ
応
募
資
格
市
内
夜
伎
の
成
人
一
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
、
一
[
V
最
低
黄
金
額

E
一

水

譲

氏

一

て

2
日

潤

を

透

し

て

章

で

き

一

一

i
臼
一
一
一
千
七
百
九
十
九
円

盤

襲

撃

襲

撃

雲

萎

一

る

方

一

一

i
高
四
百
七
十
五
月

稔

一

塁

審

}

一

マ

申

し

込

み

背

お

臼

(

土

)

一

一

問

い

合

わ

せ

は

、

平

塚

労

働

基

本
一
平
翠
巾
桃
浜
町
ロ
番
5
号

大

一

ま

で

に

、

官

製

は

下

雪

之

主

一

一

準

監

督

署

卦

一

媛

清

治

氏

一

所

、

氏

名

年

齢

、

電

話

雪

f
一

一

O
)
へ。

一

審

緩

入

撃

の

締

結

〕

一

撃

を

記

入

の

う

一

丸

、

Z平
塚
一

{
教
育
委
扇
興
会
暴
露
寄
金
一
絵
翻
(
言
劉
生
自
画
一
市
で
は
、
重
の
皆
さ
ん
に
市
一
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、
非
常
一
ら
持
口
月
程
(
火
)
午
前
一
市
浅
野
宮
1
1
平
塚
市
広
報
一

平

塚

市

震

話

番

幻

号

山

一

像

)

一

審

環

解

し

て

い

た

だ

き

、

明

る

一

時

に

ど

う

対

応

ず

べ

き

か

を

話

し

二

千

午

後

2
時
一
課
震
に
親
し
む
会
係
(
内
線
一
一
一

以
八
郎
氏
て
契
約
金
額
二
千
九
百
万
汚
一
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
一
合
っ
て
い
た
た
く
も
の
で
あ
る

0
7会
場
市
役
所
、
図
書
館
一

〔
八
品
単
委
員
会
重
の
滋
径
一
・
相
手
方
(
有
)
フ
ク
ス
ケ
一
崎
市
政
に
親
し
む
蓄
電
一
ぜ
ひ
、
ご
最
善
c

一
O
譲

艶

議

長

談

会

一

平
塚
市
明
石
町
お
番
1
号

升

一

一

今

忠

は

、

平

塚

市

の

災

害

対

策

一

O
平
塚
市
の
災
援
対
策
と
酬
明
頭

e
g待
日
丹
波
毘
(
水
)
午
後
一

Z号

署警木幾番さんの作品{金援中 2革〉

-
パ
ネ
ソ
ス
ト
平
撃
宵
年
会
議
一

所
理
事
長
一
戸
塚
保
氏
、
平
塚
市
一

P
T
A連
絡
協
鑑
調
E
E副
会
長
森
一

市
で
は
、
一
一
十
一
投
紀
に
向
け
脇
房
恵
氏
、
裏
海
大
芝
学
生
生
一

て
受
許
百
四
の
改
定
準
備
を
進
め
沼
祐
子
氏
、
マ
ス
ダ
経
営
研
究
所
一

て
い
る
。
そ
こ
で
、
市
渓
の
皆
さ
代
表
増
密
宗
治
氏
、
高
橋
志
保
一

ん
と
一
明
臼
の
宇
塚
を
創
造
す
る
た
彦
議
築
設
計
事
一
務
所
代
表
高
橋
一

め

、

ま

ち

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

を

志

保

彦

氏

一

回
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ぜ
ひ
、
参
・
助
言
者
獲
海
大
学
教
授
悶
一

加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
官
時
勇
氏
、
神
奈
川
大
学
教
授
一

7
8時
日
月
間
山
口
M

(

土

)

午

後

志

水

英

樹

氏

一

1
時
4
3
4
持

加

分

・

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

タ

1

野
村
総
一

守
会
場
平
塚
巾
教
育
会
館
合
研
究
所
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
部
一

マ

テ

ー

マ

長

倉

又

孝

氏

一

「
開
明
白
の
平
塚
を
創
る
幻
」
マ
参
加
申
し
込
み
叩
月
お
臼
一
平
塚
都
市
計
扇
舟
途
地
域
の
変
一

1
時
加
分
3
3時
お
分

守
護
講
演
講
師
重
工
業
(
月
)
ま
で
に
、
市
議
調
書
一
霊
に
つ
い
て
の
公
聴
会
が
壊
す
会
場
平
警
勤
労
会
館

大
学
教
授
中
村
良
夫
氏
(
内
線
一
二
一
一
六
)
へ
。
先
者
二
百
一
れ
る
。
一
な
お
、
公
聴
会
で
の
意
見
陳
述

マ

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

五

十

人

ま

で

。

マ

臼

時

日

月

5
日
(
水
)
午
後
一
は
、
公
述
人
と
し
て
決
一
定
さ
れ
た

日
月
5
日
に
公
聴
会
を
開
く く

a

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
薦
義
務

・
原
付
(
ミ
ニ
バ
イ
ク
)
も
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
義
務

・
原
付
(
ミ
一
一
バ
イ
ク
)
は
、

側
3
車
一
懇
話
交
差
点
)

・
8
動
一
一
輪
一
の
初
心
運
転
者
は
、

一
一
人
乗
り
禁
止

・
他
人
に
迷
惑
を
か
け
る
空
ぶ
か

し
、
急
発
進
、
急
加
速
の
禁
止

マ
泉
市
内
の
交
通
情
報
議
諸
問
。
四

五
l
一一一一一

i
一
一
一
一

中
村
啓
一
部
収
入
役
は
、
九
五
十
一
年
に
撞
祉
部
長
、
五
十

月
一
一
一
十
日
午
前
六
時
四
十
三
分
間
年
に
総
務
部
長
、
五
十
八
年

市
由
民
病
院
で
、
隣
麓
痛
の
た
め
に
食
溢
部
長
、
問
年
七
月
に
収

逝
去
。
永
遠
の
別
れ
と
な
り
ま
入
役
に
就
任
、
現
在
に
室
つ
で

し
た
。
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
い
ま
す
。

す

。

六

十

歳

。

今

年

の

三

月

ご

ろ

か

ら

w

体

飲
中
村
収
入
役
は
、
昭
和
一
一
の
不
調
を
諒
え
、
入
退
院
を
線

十
三
年
八
月
平
塚
市
役
所
に
就
り
返
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

織
、
一
ニ
十
九
年
に
農
産
謀
長
、
住
所
平
塚
市
中
東
口
番
ロ
号

ごみ級重量4こ事加した帯数に務しむ会

。
一
輯
占
樟
棉
談
日
月
拍
日
(
火
)
、
日
月
6
臼
(
木
)

日
月
日
日
(
火
)

予
約
制
(
電
誌
で
も
可
)
、
日
時
1
M時

。
一
遊
興
棋
説
、
謝
鐙
相
談
日
月
H
日
(
金
)
、
日
時
S
話
時

。
一
住
宅
相
談
叩
丹
羽
目
(
火
)
、
日
時
5
随
時

。
一
懇
童
相
談
毎
日
(
た
だ
し
、
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
日

曜
E

祝
汀
は
除
く
)

。
鴻
費
生
活
相
談
日
月
日
日
{
金
)
、
制
日
(
金
〉
、
口
百
円
7
臼(金)、

日
時
1
日
時

。
下
輔
融
引
輔
続
四
月
日
即
日
(
木
)
、
日
時
却
分
1
M四時

。
定
制
年
金
相
談
日
月
日
日
(
木
)
、
即
時
3
日
時

務
少
年
穏
談
窓
(
市
民
セ
ン
タ
工
一
階
)

日制

i
七
一
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
時
3
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

〈
ば
摘
み
ご
と
は
e
ヤ
ン
ダ
テ
レ
ホ
ン
a

お

j
七
八
一
一
一

O

丹
3
土
曜
日
9
時
I
S
M
時
却
分

福
役
会
館
お
!
こ
一
一
一
一
一
一
一
一
一

。
心
配
ご
と
椙
談
醤
週
月
曜
臼
、
日
時
3
日
時

O
母
乎
輔
雌
綬
蝋
毎
趨
百
河
円
r
、よ4金E
曜
臼
、
9
時
，
S、、j
日
時
却
分

O
車
農
児
揖
翠
盟
相
絞
毎
趨
丹

O
高
齢
嘩
職
嘩
棺
醐
談
酷
毎
創
遡
埴
再
汚
円

土
曜
臼
は

u時
ま
で

。
鶏
人
欄
絞
毎
月
第
3
木
曜
日
四
時
3
日
持



が
m
口
月
か
ら
元
気
に
登
校
で
き
る

よ
う
、
体
の
発
育
、
健
渓
の
状
態

を
謁
査
す
る
も
の
。
対
象
は
、
昭

和
五
十
五
年
四
月
-
一
B
か
ら
五
十

六
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

市
内
に
住
所
が
あ
る
児
童
。

該
当
す
る
家
庭
に
は
、
十
月
中

に
就
学
時
健
康
診
断
通
知
蓄
を
法

る
。
こ
の
通
知
書
が
扇
か
な
か
っ

た
場
合
に
は
、
教
育
委
員
会
学
務

東
海
翠
通
り
モ
ー
ル
協
重
一
進
本
通
り
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
一
ク
」
を
募
集
し
て
い
る
。
一
海
道
室
り
そ
ん
協
議
会
(
竜
一
課
(
内
線
五
一
三
へ
ご
連
絡
い

は
、
建
設
を
進
め
て
い
る
重
一
の
「
愛
珍
と
「
シ
ン
ボ
ル
マ
i
一
マ
募
集
内
容
東
海
葉
通
り
と
吉
一

O
九
O
)

一
ぺ
た
き
た
い
。
一
立
幼
稚
園
は
、
十
…
月
下
旬
か
空
言
葉
市
教
育
委
出
妻
子
務
一
諜
(
内
線
五
三
一
一
)

螺

な

ど

燦

磁

甑

轟

按

蟻

漉

覇

、

ヨ

ツ

ピ

ン

グ

モ

1
ル
の
街
並
み
に
一

l
i
-
-
i
l
i
一
。
襲
撃
の
と
き
は
一
入
震
警
の
配
布
を
行
う
。
一

l
i
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
i

F
j
b舗舗
?

ふ

さ

わ

し

い

「

護

」

と

ジ

ン

一

一

マ

体

を

き

れ

い

に

護
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清

潔

に

一

芸

市

立

目
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一

年

一

購

麟

轟

轟

鱒

鱗

騨

輯

欝

鰍

麟

楠

ぃ

一

小

ル

マ

ー

ク

」

一

新

入

学

児

童

の

一

マ

通

知

書

、

量

調

査

票

母

一

保

育

の

た

め

、

昭

和

五

十

六

年

間

一

保

器

輸

措

の

処

分

を

者

②

破

産

2
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韓

輯

輔

轟

輔

轟

轟

鱒

輯

輔

欝

欝

畿

管

マ

形

状

・

文

{

子

数

一

健

康

診

断

実

施

一

子

健

康

字

様

、

上

は

ぎ

を

持

参

。

一

月

一

一

日

か

ら

五

十

七

年

四

月

一

日

一

者

議

争

入

札

に

お

い

て

公

正

諸

事

襲

警

灘

麟

欝

醐

・

愛

称

8
文

字
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内

一

一

マ

通

知

書

は

、

書

所

議

長

ま

で

に

生

ま

れ

た

幼

児

に

君
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須

賀

南

工

区

と

須

賀
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工

区

内

な

執

行

を

妨

げ
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た
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落
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輔

静

静

岡

脚
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轟

覇

曜

日

・

シ

ン

ボ

ル

マ

I

タ

5
1
6
2

昭

和

六

十

一

一

年

四

月

か

ら

吉

一

書

室

の

氏

名

(

ふ

り
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一

一

で

契

約

の

需

を

せ

ず
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し

く

湾

岸

麟

欝

韓

関

議

韓

麟

鱒

離

h

(

形
、
震
は
自
由
)
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の
小
学
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へ
入
学
す
主
主
な
)
を
記
入
す
る
一
私
立
幼
稚
園
の
一
市
で
は
、
平
塚
都
市
計
磁
都
市
一
番
2

地
積
一
手
八
八
平
方
一
塁
主
か
っ
た
者

Z

J
輔

輯

一

二

鱒

議

麟

轄

で

締

め

切

り

百

回

臼

宝

)

一

象

叩

一

宮

診

断

を

行

う

こ

と

に

つ

当

貝

病

気

等

で

受

診

で

き

一

年

長

田

ん

に

補

助

一

改

造

土

地

量

霊

童

喜

一

M

一

葉

署

量

発

言

的

と

し

一九一一

J
V鱒
輯

購

智

霧

島

翻

鶴

麟

鱒

蜘

ャ

霊

童

葉

通

り

モ

ー
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な

T

一

い

場

合

は

、

言

に

警

校

へ

連

一

一

南

長

須

賀

北

工

員

の

保

億

一

ヤ

同

お

1
2
平
塚
市
札
場
町
刊
一
て
い
る
者

一

々

、

、

購

射

撃

覇

輯

襲

£

協

警

官

一

こ

の

健

康

診

断

は

、

入

学

児

童

一

絡

す

る

一

私

立

幼

稚

撃

に

在

留

し

て

い

一

響

、

一

般

競

争

入

札

で

処

分

す

一

i
T
-
m七

平
方
一

通

融

輔

開

す

議

欝

議

離

麟

磯

崎

中

賞

・

入

選

各

1
名
(
芸
一

i
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
一

る

年

長

児

に

、

保

育

料

の

一

部

を

一

る

。

一

日

制

一

O
入
札
謀
長
期
申
し
込
み

(
ふ
V

3
欝
韓
品
購
夜
炉
融
機
購
鶴
鱗

4

m
万
円
ほ
か
)
・
佳
作
各
5
一

一

補

助

す

る
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一

一

マ

司

6

平
塚
市
一
札
場
町
ぬ
禁
止
・
期
間
背
げ
日
(
金
)
1
m

-

一

勧

骨

髄

新

記

麟

羅

墾

舛

名

(

賞

品

)

一

日

朝

韓

関

関

問

ん

の

募

集

一

マ

対

象

ぬ

月

1
自
現
在
、

E
O入
札

に

付

護

軍

一

段

3
一
亭
一
一
一
九
平
方
口
一
月
初
日
(
さ

今

時

議

輯

欝

鯵

雛

襲

撃

譲

機

織

/

守

応

募

先

一

Tm平
塚

市

払

風

町
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一

に

在

属

す

る

自
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5
年
4
月
2
日
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議
室
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6
1
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平

塚

市
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午

前
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詰

分
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午
後

紅
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目

撃

陣

麟

議
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欝

ぽ

2
2蓄
工

会

議
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日

月
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付
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叩
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、
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融
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1
一
幼
稚
園
児
の
募
集
は
、
公
私
立
一
昭
和
六
十
一
一
年
度
の
募
集
は
、
一
マ
持
参
す
る
も
の
私
立
幼
稚
随
一
マ
同
お
平
塚
市
札
場
町
お
要
一
馬
入
工
区
、
須
賀
南
工
夜
、
須
賀
一
・
場
所
市
役
所
広
商
務
理
諜

ジ

義

語

襲

撃

護

霊

襲

襲

撃

警

1

平
塚
霊
童
委
内
東
一
歩
調
を
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。
一
入
国
倒
願
書
等
の
配
布
を
十
月
十
五
一
等
就
霊
補
助
金
交
付
申
請
書
一
喜
一
白
人
ニ
吉
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一
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の

i
i
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s
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か
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受
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(
一
配
布
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一
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一
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号
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一
一
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O

L
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私立幼稚歯

育英幼稚[輯(出縄)

大:神美明幼稚 l詞(太子有)

大野幼稚園(東八幡)

神田幼稚園(太神)

黒部丘幼稚閣(黒部丘〉

さきとり幼稚濁(四之;<，)

さなだ幼稚{謂(良川)

清水学関付属幼稚調(恨坂間)

湘南桜ヶ任幼稚園防災ヶ i王)

し ら ふ じ 幼 本 韮 繍 ( 山 下 )

重平幼稚関{華平)

つくし幼稚濁(飯島)

つるみね幼碓 i朝(洩沼町)

道和幼稚[現(豊原町)

なでしこ幼稚[罰(平f家)

白鳥 i)J 権問(河内)

花乃幼稚園(人野)

花 水 幼 稚 L顎(荷量域ヶ丘)

車中原幼稚園(東中原}

平間幼稚閤(岡崎)

平塚常苑宇[菊幼稚i車(輩出町)

平塚二一葉幼稚圏(兇附町)

字離めぐみ幼稚{謂{綴)

松風幼稚!覇(怯嵐町)

美嬰幼稚廟(下島)

祭・市立幼稚留
さくら幼稚潤(真七)

ひばり幼稚[朝(御殿)

豊田幼稚{習(南豊田)

上高差幼稚 i朝(土展)

城島幼稚[輯 ('J、鍋島)

金自幼稚繍(南金包)

滋幼 稚.，哲(夕陽ケ丘)

松原幼稚[朝(天沼)

県立平壕江南幼稚関(諏訪町)

第 423器誌報ひらつ力、事呂籾6守主手守 0"ヨ守 6日

C部門で 1等の舟平{車工銭前〉

く
討すに対する意気、望苦f曹、喪主謹を

11と

王子塚市社会福祉大会

ぎ 10pi 19 S (沼)
午後 1時開演

ところ市民センター

出演者伎食穫襲、松1i!i重野すみえ件

。申し込み 入場整理一券を10月 1日か

ら市民相談窓、市民センター、駅前市

民窓口センター、市立公民館で配布

-担当福祉総務課

10J号168 (木〉
• 14時 -16時須賀公民館

・19時 -21時須賀公民館

10月23自〈木)

・14時 -16時松原公民銀

10月308 (木〉
• 14時 -16時 見 附 町 町 内金館

・19時 -21時三豆町自治会館

II湾 138 (ホ}
噌 10時 -12時 富 士 見 公 民館

・14時 -16時富士見町町内会館



名芸高当当議事 5

5i員同;ii
山~-- ~ 

量三背主主主

!日 zjj
マ業 E 

害事えの第
11芸詰消 15
iZ塁費国 i孝生み
釜主翼 j苫ノじ
手そ於展な

量売T農芸書 Zi 

量52主主Tti 
全当嘉吉浄古量 i
建主叱査後 fヒ。正吉

百iif 一一立ち 尉総務執持一鮒るな

書 第沓空間宮42ZB護費崎空内室望パ語真横位岳会喜大員襲警 者向:三五六奥 護伐に智

jiiiHiipii;7114itljj言ijjiE1111;1jj! 
i体;中;i5ijziEZム j!?ziz受容が J2vJ予 間 愛

福Ei-1411主計五iii可円トザ乃花iiiF2iiii芸;
155i2tz;14mFR-打問 2ょ担会鍾1:hi1553;!?持長2
i:;222 ihii下fi;i?jL!禁勝:41i子世 ii時期ii

(4) 事召手自61年守 OJElτ6在ヨ

子
供
か
ら
老
人
ま
で
が
一
陪
に
集
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
過
し
て
地
域
の
交
流
を
深
め
る
市
民
体

育
レ
ク

υエ
i
シ
ョ
ン
大
会
が
、
今
年
も
市
内
の
各
地
区
で

開
か
れ
ま
し
た
。

弓
」
ろ
運
薮
す
る
掛
足
止
の
少
な
い
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
、

こ
の
日
ば
か
り
は
大
猿
り
切
り
。
砂
む
か
で
競
争
砂
や
か
お

援
の
か
ご
や
。
な
ど
家
族
と
一
絡
に
参
加
す
る
競
佼
糧
自
も

多
く
、
秋
滑
れ
の
空
の
下
で
後
援
を
確
か
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
あ
る
会
場
で
は
、
地
区
で
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
い
る
中
学
生
た
ち
が
大
会
の
遼
常
に
協
力
し
て
お
り
、
招

待
さ
れ
た
お
年
寄
り
の
お
投
話
を
す
る
光
景
な
ど
も
克
ら
れ

さ
わ
や
か
な
一
日
で
じ
た
。

らつおも

宝霊力ン利用の子供みこし童霊場
仮装行列・地復レクのお祝いに、大漁鉛の浴場です

お母さんのかごかさ。しっかりつかまって

イ}~ハ一号ニー管弦楽Bl

ユアコーラス250名大会場

問い合わせ 市民センター霊童話32~2235

とぎれ月 l沼〈土)r，司横 3時

ところ市民センターホール
演奏神奈川フィ jレノ¥ーモニー管弦謹E軍
機空軍 議岩薬害在

{プ臼グラム3
1部ポンキエJレリ 歌劇ジョコンダより

I1内の腕りJ
2部オ ケストラといっしょにうたおう

3部 ドボjレザーク 交梓曲第九番[新位

界より j

LOVEひらつかと心のふれあい

26自{自)
衛交の場合はIl~ 2悶(沼)

とき



11 

で

第423~

の
で
、
持
ち
帰
っ

た
。
配
布
さ
れ
た

J

く
読
ん
で
ほ
し
い
。

事
7
月
お
毘
(
資
源
ご
み
)

z

指
定
時
時
間
外
に
、
分
類
'

な
い
ご
み
が
泊
て
い
た
。

・
短
正
一
時
同
外
に
ご
み
を
吐

た
人
が
あ
り
、
持
ち
帰
つ
ザ

コ
た
。

骨
8
月
6
日
(
可
燃
木
選
ご
み
)

.
時
前
前
に
指
(
疋
ご
み
以
外
の
占

の
が
出
て
お
り
、
一
人
だ
け
出
'

た
人
に
引
き
取
り
に
き
て
も
ら
っ

た
が
、
後
ば
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

骨
8
月刊凶
m
間
(
資
源
ご
み
)
一
ム
マ
害
度
の
月
例
少
年
少
女
マ
ラ

・
ピ
ン
類
と
一
陶
器
類
を
ま
ずJ
が
え
一
ソ
ン
大
会
と
、
第
十
七
間
平
塚
市

て
い
る
人
が
い
る
。
一
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
日
程

.
カ
ン
の
中
に
水
が
入
っ
て
お
り
一
が
決
ま
っ
た
。

持
っ
て
き
た
人
に
開
け
て
も
ら
っ
一

V
会
場
湖
南
海
洋
公
開
刷

新
し
い
ご
み
の
分
別
収
集
を
市
・
ピ
ン
や
カ
ン
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
た
。
一
マ
競
技
方
法

民
の
協
力
で
実
施
し
て
い
る
が
、
の
ふ
た
を
、
つ
け
た
ま
ま
持
っ
て
骨
8
月
間
出
回
(
可
燃
不
遜
ご
み
)
一
・
小
学
生
男
子
二
千
灯
一
ン
夫
婦
グ
リ
ー
ン
ハ
ス
は
、

会
寄
ら
ん
に
ご
迷
奪
か
け
て
く
る
人
が
あ
り
、
「
取
れ
な
か
っ
・
待
関
節
に
出
さ
れ
て
い
る
ご
一
・
小
学
生
女
子
一
言
一
議
グ
リ
ー
ン
車
、
選

い
る
の
が
早
朝
の
指
導
。
た
」
と
い
う
こ
と
て
取
っ
て
や
み
が
あ
っ
た
そ
の
中
に
、
足
了
中
学
生
男
子
一
…
一
千
れ
一
乗
れ
る
。

一
一
各
地
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
早
朝
詣
っ
た
り
、
出
勤
途
中
な
の
か
、
ピ
を
取
り
は
ず
せ
ば
「
燃
え
る
ご
一
・
中
学
生
女
子
二
千
沢
一
マ
料
金

コ
一
導
の
工
夫
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ニ
1
ル
袋
ご
と
伺
も
い
わ
ず
、
ポ
み
」
に
出
せ
る
も
の
も
あ
っ
た
。
一
マ
月
例
大
会
日
月

9
包

丁

5
臼
間
用
六
万
九
子
河

一
る
が
、
加
地
区
河
内
停
泊
会
で
は
ン
と
霞
い
て
行
ご
う
と
し
た
方
が
出
す
人
が
工
夫
す
れ
ば
、
ご
み
も
一
(
臼
)
、

1
月
訪
日
(
口
叫
)
一
・

7
日
間
同
用
八
万
円

一
各
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ご
と
に
「
ご
み
い
た
の
で
、
非
情
な
よ
う
だ
が
、
少
な
く
な
る
と
思
う
。
一
・
午
前
9
時
間
判
分
小
学
校
5
年
一
・
ロ
臼
間
用
十
万
円

一
分
別
収
集
指
導
員
の
ノ
ー
ト
」
を
ピ
ン
と
カ
ン
笠
間
念
冊
に
入
れ
て
も
・
資
源
ご
み
を
持
っ
て
き
た
人
が
一
・
午
後
1
時
間
山
分
小
学
校
6
年
一
な
お
、
ど
ち
ら
か
が
七
十
綾
以

一

設

け

、

引

き

警

を

し

な

が

ら

当

ら

っ

た

。

い

た

。

一

お

よ

び

中

学

生

一

上

の

と

き

は

、

五

千

円

の

割

引

が

一
番
を
し
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
参
考
ま
た
、
他
地
域
の
方
が
近
い
か
・
プ
ラ
ご
み
等
の
専
用
の
入
れ
物
一
守
本
大
会

3
月
8
8
(日
)
一
あ
る
。
問
い
合
わ
せ
は
、
国
鉄
平

一
ま
で
に
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
よ
ら
と
い
う
こ
と
で
持
っ
て
こ
ら
れ
が
な
い
た
め
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
の
一

V
申
し
込
み

1
罰
包
の
申
し
込
一
塚
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー
(
ラ
ス
カ
1

一
ぅ
。
た
の
で
、
次
回
よ
り
自
分
の
指
定
入
れ
物
に
入
れ
て
ご
み
を
持
っ
て
一

ω月
幻
自
(
火
)
ま
で
に
一
階
・
襲
お
i
二六一

40)
へ。

一⑧
7
月
l
a
(可
燃
不
過
ご
み
)
地
に
出
す
よ
-
尋
問
し
た
。
指
導
す
き
た
人
が
援
き
場
所
に
翻
っ
て
い
一
け
け
け
れ
ハ

υハ
什
ハ
什
ハ

-

豊

富

外

に

分

議

し

て

い

な

る

こ

と

に

よ

り

、

不

機

嫌

な

顔

を

た

。

出

す

人

一

が

き

完

道

に

入

一

刻

横

閣

制

掛

い

ご

み

が

出

て

い

だ

さ

向

よ

い

襲

を

さ

せ

て

い

た

れ

て

出

し

て

く

れ

れ

ば

よ

い

が

、

一

(

開

館

耐

え

除

去

ン

や

カ

ン

な

ど

、

資

曜

ぎ

み

だ

い

た

。

指

導

員

が

い

な

く

な

れ

ば

、

そ

の

一

日

分

駒

子

考

債

を
持
っ
て
く
る
人
が
多
い
。
?
月
訪
凋
(
一
則
線
不
過
ご
み
}
ま
ま
パ
一
7
3
7
こ

ブ

ラ

ご

み

を

鐙

一

日

間

出

成

訪

時

、

、

ノ

』

、

一

月

1

h
町

立

は

帳

・

ご

み

を

出

す

と

き

に

は

、

配

布

・

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

ご

み

を

撃

し

で

し

ょ

り

す

る

人

が

守

口

柄

引

の

私

切

の

チ

ラ

シ

を

よ

く

読

ん

で

、

出

す

な

ど

燃

え

る

も

の

に

入

れ

て

き

た

く

る

の

で

は

な

い

か

と

思

う

。

午

親

印

よ

う

に

し

た

ら

よ

い

二

読

ま

な

の

で

、

引

き

取

っ

て

い

た

だ

い

た

。

・

患

っ

た

よ

れ

き

み

が

少

な

い

と

き

ろ

ま

い

で

持

っ

て

く

る

入

が

い

る

)

よ

喜

一

は

、

話

芸

宮

な

の

患

っ

た

分

裂

の

あ

の

ご

み

の

ぷ

概

⑧
7
月
宮
路
(
資
源
ご
み
)
に
、
ピ
ン
と
カ
ン
を
持
っ
て
き
た
山
が
う
そ
の
よ
う
だ
。

月
例
少
年
少
女

マ
ラ
ソ
ン
大
会

弘
、
守レニ

(J) 

怒当青少年譲指導相談係

電話 34ー 7311

務少年健全脅威強務月間

(5) 

と

ク一
期間 10月308(木)~ll月 11 臼(火)

会場ひらつか市民プラザ
{出品物]①盆養の部 ②懸崖の吉日 ③ 

盆載の昔日 ③切花の剖s @:福助f乍りの部

喧3だるま作りの音1

※各部門白現時等があるので、詳しくは経

持部商 E課観光悟〈内綿549)へ。
[出品方法] ①出品物は出品警が自ら生

産したも心。②出品は同一品輔、間親格

のものを 2点以仁出品することはできな

い。③出品物には、部顕名、品題名を荷本L

Pこ記入し‘ 10月29日〈水)午桂 3時から 6

時までに展示場に縄入し、畳付揮に出品者

の住所、氏名を記入する。

テーマ人間、愛、心

とき 11月158 (ニ主)

開場午後 5時 30分

間 構 午 後 6時 30分

ところ市民センターホール

言語鏑累柳徹子

※人増(立籍料。お子樺はご遠慮者。

I催 、ド塚m・平塚青年会議所

O~附台体育鍍(也抗日1-3(57)
・欄抽謹窓 ?戸時、パドミントン、パスケ

ット、松，>t反fr-R(13l1子、 1611-)')、パレー(l。

11手---20ILy)

-10丹27日{汚)午睡 1時 -8時

・11月 10隠 (月) ノノ

。金問地区体害事館('，'t}:，;，号31-2136)

-開艦極関 パスケット{16H与、2山引、パ

ドミントン、市上ボ(1311歩、 161!判、パレー

( 91f.'f ~13H.J) 

・叩月四日(月〉午前 9時~午捷 8時

園口月 3日(月 ) 1.ノ

令日月口語(月) I! 

機 11!J汁山巾し込みは 10)J 1 ! I 9t1手から

11ともラケヴト、シベトル、ボー

ルは持rH与毛さを、また、 uまさ11)運動く
つを川品するこ

蕗自に利湾できます



四
一
土日

刊

一

臼

日

白

日

白

日

日

日

日

田

日

日

※

時

Ee伸
一

5

8

8

9

0

0

1

5

5

6

7

7

邸

i11
一1
1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

L

J
一

日

二

5
日
日
白
日

5
日
日
臼
同
一
分
ιr

h

引
一
1
…
一
5
6
6
7
日
日
立
U
U
M
一
回
比

監

事

一

一

志

す

よ

仇

ら

一

一

国

知

F
L
一

沼

町

一

~

み

r
y
一

会

宅

場

一

分

じ

点

時

一

葉

住

広

一

回

、

ふ

森

山

一

地

校

営

こ

一

時

一
措
山
町
一
一
盟
校
館
校
校
学
市
寺
館
つ
館
館
館
一
日
時

岡
田
一
野
学
民
学
学
小
田
部
民
ぴ
民
民
民
一
同

援
措
一
み
づ
公
小
づ
ほ
良
宝
公
ち
公
公
公
一
間
~
と

夜
一
一
じ
屋
沢
延
臼
ず
沼
田
村
島
崎
回
一
時
時
の

齢
劇
一
ふ
土
吉
松
金
み
万
海
豊
田
域
防
金
一
設
お
天

輪

一

※

淡

※

※

淡

淡

液

※

一

問

は

何

(

電

話

お

一

二

一

)

一

{

鱗
S
溜
ひ
ま
わ
り
の
会
緩
〕

〔
第
羽
鶴
平
塚
市
文
袋
百
一
市
民
大
学
で
泌
絵
を
一
習
っ
た
グ

・
期
間
羽
月

μ
日
1
口
月
3
5
一ル
l
ブ
の
作
品
展

{輪開
5
開
削
パ
合
議
輯
フ
ヱ
ス
テ
ィ
パ
一
e

期
間
お
月
日
山
臼

tω
月
幻
臼

ん

舎

建

山

一

門

平

塚

市

一

竹

細

工

ア

イ

デ

ィ

ア

コ

@
期
間
口
月
7
日
1
口
月
9
B
一
ン
ク
ー
ん
と
縁
化
ポ
ス
タ
ー
藤
〕

お
よ
び
ロ
月
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熊i畢怒号子さんの作品{なでしこ小4年)

小談
知人多逝

花影の譜

南漢に明Lえ る

青春の画布

ルソン島敗残実記

あとの祭り

見知らぬ戦場

わたしは棋を見た

E ジャー・ロ ゼンフラット

ホワイト・ホテル D.M'トマス

ミモザの林を 岩阪恵子

宮主紀末通りの人びと 立松和平

田里のてがみ 竹中郁

アマノン[君子主遺言己 倉 揖 出 美 子

ミ蔵法的の旅を旅する 杉本茂春

家運iI 主主 j語

実う住宅 石山惇武

あなた生活を科学してますか

坂千栄

JEと遊ぶ 辻井1博州

知的住まいづくり考 高橋惇ー

幻想、の揮婦 福田和彦編著

私の作ったお惣菜 宇野千代

食卓に生かす四季白山野草

矢萩穂美子

社会科学 ・ その他
もの言えぬ時代 黒邸秀俊

英雄誕生の 神 話 オ ッ ト ー ・ ラ ン ク

心の総になる言葉

世界名言普及協会編

家事労働 大 森 和 子 他

もうひとまわり賢くなる経措知識

岩悶年造

2lt世紀への展望 堀江忠男他訳

アフラハムの血 ジミー・カーター

-日時 11月13日(木) 10時 四 分-15時

・会場博物館塵上

会体鶴お 毎週月曜日、月末、 11月 3日、 11

月 4日

制移鞠舘 T出謹関町12-41霊童話33-5111

台ファミリーフヱスティバJI--

・日時 10月四日(土) 10時 -20時、 10月 四

日(日) 10時 -16時

，内容揖揮庖、属品、アトラクション

*レクリエーション入門議運華
レクリェーションゲームを学ほう。

e 白樺 10月24日-ll月28目白金曜日 19時~

21時、 11月 23日(日 )14時 -16時

'対象 青年、指導者 20人(申し込み制)

公初心尊重警警年ダンス言語習会

社主ダンスを基礎から学ほう。

e 日程 10月 7日-12月訪日 揮遇火、金曜

日〈全日田)

・時間四時-21醇

・対義青年男女各30人(申し込み制}

会体鏑自 醤週月曜日 (11月 3日を除く)、

11月 4日

令官世卑金盤

T担盟関留Tl2-41 唆癒'，32-7029

-日時 11月 9日(臼) 9時 -16時

・申し込み 10月25日までに往損はがきで。

記号体重量学習「巣箱を作ろうj

シジュウカラ用の巣箱を作ろう。(ノJ、学校

3年以下は、保護者向伴のこと〉

・5時 11月 9日(日) 9時~日時

・申し込み 1MBl日までに柱檀はがきでO

多数のときは、抽せんで20人。

*体験学望書 f棄まをすこうj
-日時 11月16日〈日) 9時-15時

・場所博物館科学教室

，申し込み 10月26日までに控複はがきで。

住所、氏名、昆齢、電話番号を明記する。

多数のときは、抽せんで20人。

す墜を見る会f水還の詞滋縫滋J
内惑星の水星が、太階面を移動していく黒

い点として見られる珍しい現象を醍察しよ

う。当日は、時間内に自由にご覧を。

*11]然観祭会(生物)

「秋田大山山麓」植物と昆虫を親壊し、諜ま

る秋を蕪しみながらさ歩こう。

ー期日 10月間日〈日) 雨天中止

・コース 静勢鹿市日向藁師閣辺散策

・申し込み 10丹羽田までに住損はがきで。

多数のときは、抽せんで30人。

*鼠然量霊祭会

「中樟閣と化石j 愛 }I[町中樟付近にみられる

地層と化石を観察しよう。

会新利用券の密告し込みを

62年 4月から、電算化システムィιにより利

用券が変わる。このため、

受け付けている。早呂に号

なお、新利用#の有効期間は 5年、 62年 3

月中旬に交付するごとになる。

交換麹会

@lO月 19自〈毘) 10時、 14時 3階ホ Jレ
「日本の葉樹工芸J28分

「茶自揖蓋」角苔圭のわざ 31分

。日舟16日{閏 )10時、 14時 3階ホール

「男はつらいよ 寅次郎かもめ歌」担分

会こども吸E罰金(アニメ)

むll}寺9!ヨ(釘) 10時 、 日 時 3階ホール

「キャンティ・キャンディ J25分

「ミッキー・マウスとブルートJ10分

「アンパンマン、まじょのくにへJ10分

会16ミり狭写機議議会
16""1映草機の揖押お酎袴講習会を開く。

・日韓日月 21日(金)-日月 22日
〈ゴニ)

・時間 9時 15卦-16時

・費用 500円(テキスト代)



[1盟6か月児1
'11月 4日 60年 5 月 3 日~10日生

・日月 11日 60年 5 月日目~20日生

・11月四日 60年 5 月 21 日 ~31日生

( 3離児}

-11116日 58年 9月 1日--108生

・日月四呂 田 年 9月日日--20日生

・llF.!20日 58年 9 月 21 日 ~30日生

〈ア〉

輔対象 60年 5丹生まれの幼児

輔日程 11f-i13日

輯受付午後 3 時~2 時

盟会場悔健センター

瞳母子健横手帳本冊・別冊と筆記用

旦と蘭ブラシを持参

※なお、 9月号でお知らせした fl提

10R16日を次のとおり変更するの

で、おまちがいなく。

輔日程日f113日

輔対象 今までこの健診を受けてい

ない 1識 6か月から 1措 8か月白

土h!且

ョーへ
申
し
込
み
を

やまうち

山 内 崇 史 ち ゃ ん
会平揮市万田521の1 杉山鉄工

所にお勤めの山内IE奥さん (33

揖)と晶子さん (29誰)の長

男。身長69.5cm、体重9.3kg、

61年 2月 16日生まれ。

崇史ちゃんには、晴京お姉ち

ゃん(3揖)がいて、遊んでく

れる。おとなしく、手のかから

ないよい子だが、たまに泣くと

乎がつけられなくなる。そんな

ときは、おばあちゃんに抱っこ

してもらう。

日夜B治安曜}対象は生桂 6 か月 ~24
か月未満の幼児。原則として開業医

病院で受ける。主拍車Eとと相誌を。

61年産は、第 1期のみ撞種。探験

是正と母子 樺麿 手帳 を持 参す るこ

と0 ・料金無料

E撞窃接種]対車は 2揖 (24か月)

~4 誰までの幼児。

醒第 1期 (3@]) 接種間隅は 2田

3 閉とも 3 週間~8 週間

翻第 2期日田〉 箪 1期の 3回目

が鰐わってから Z年 以 上 1牢 6か

丹以内に受ける。なるべく 4誰ま

でに終了するように。

10月 29日 横内公民簡、閣北公民館

来登田公民舘

10月30日 花水公民館、福祉会賠、

大野公民臨

時月31日 保纏センタ一、終中央農

協土沢支所
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踏
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情
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問
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。
た
だ
し
、
ー
カ
!
、
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
ベ
ビ
ー
パ
構
、
日
勺
男
女
自
転
車
、
剣
道
の
防
臭

み
な
さ
ん
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
の
と
き
ス
、
担
勺
自
転
車
、
オ
?
ブ
ン
リ
ー
ル
(
小
学
校
母
学
年
用
)
、
田
町
パ
イ

に
は
、
す
で
に
決
ま
っ
て
い
る
も
由
も
デ
ッ
キ
、
ガ
ス
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、
坦
夕
、
応
接
セ
ッ
ト
、
和
・
洋
タ
ン
ス

宅マ
ウ
i
ル
マ
j
ク

こ
の
マ
ー
ク
は
、
刈
り
た
て
の

羊
毛
(
新
毛
)
を
九
九
・
七
%
以

上
使
用
し
、
厳
し
い
素
材
検
斎
と

縫
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れ
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。
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る
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製
品
を
製
造
語
服
売
す
る

会
社
に
だ
け
許
可
さ
れ
、
世
界
の

共
通
高
擦
に
な
っ
て
い
る
。

消費生活モニター犯人による 9!'lの平均価格

品自 | 規格 |小売庖 lスーパー

粉石げん 3kg 871円 888円

合成洗剤 2.65kg 1 872円 901円

サラダ油 700g 312円 350円

しよう油 11 パック 254円 247円

トイレツト IC^_ • _， I ^ "  ~ I向山市

ベーパ ー 160m4個入 211円 224円

障問 | 肩100g I 167円 1 159円

鶏 卵 1 M10個入 198円 1 199同

まあじ

じゃがいも

みそ

食パン

マガリン

プロパン

灯油

とぴ街そう今/ふれあいとよろこびを求めて
と をき 11月2釘 (13)

午前10時~午後4時 30分

ところ浅潤緑地

I晴天の場合は江鴻中学校体育館

[諜しい樺し物}

・ゲームコーナー(プレイングタイムなど)

ブラスパンド(アマチュアバンドの若葉葬)

.仮装ベストカップルコンテスト

-模擬底、鍵鹿チェックコ ナーなど

担当 膏少年課(内綿505)

とき 11月羽田(木)~15S(土)

10時~15時

会場平塚市樹止会館

r;:;;:百主計 ーパッチワーク、写真、木彫、
け'i'品穣1
L斗-こ~ 手芸、日本人形 、 水 墨 盤 、 審

道、藤あみ、絵菌、俳句、 111榔等の作品発

表

日護軍 11月13臼(ト14日樹

直豆翌日間1313件 ト14日樹

・臼本揮踊、書面樹、社交ダンス、剣舞、コー

ラス等の舞台発表

ヨ査強忌刻、屋の重重示注文販売
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時
3
3時

守
合
唱
平
揮
市
福
祉
会
賠

中
申
し
込
み
日
月
品
目
ま
で
に
掴

祉
会
揖
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
!

(
電
語
回
j
一
一
一
二
三
三
)
へ

一
ダ
ル
マ
造
り
務
獲
を
一

お
年
寄
り
を
対
車
に
、
ダ
ル
マ
造

時事援D らつカも

り
講
鹿
が
開
か
れ
る
。

マ
日
程
日
月
四
日
(
火
)
か
ら
日

月
9
日
(
火
)
ま
で
C
4日
間

・
時
鮪
午
前
9
時
四
分
S
H時
四

分守
受
講
資
格
市
内
在
住
白
血
曜
以

上
白
方
、
話
人
(
先
着
踊
)

V
会
場
・
申
し
込
み
先
平
副
曙
市
福

祉
会
館
(
篭
議
出
j
二
三
コ
一
三
)

一
特
別
給
付
金
を
支
給

第
5
軟
症
以
上
の
戦
構
病
者
自
筆

で
、
昭
和
田
年
四
月
1
日
に
お
い
て

次
由
方
に
、
特
別
給
付
金
(
箆
慎
)

が
支
給
さ
れ
る
。

①
一
旧
法
の
特
例
給
付
金
を
受
け
る

権
利
を
取
帯
し
た
昭
和
白
年
四
月
1

自
に
お
け
る
戦
構
楕
者
自
重
，
A

出
法

む
特
別
給
付
金
色
調
憤
喬
号
車
2

田
由
号
、
第
6
囲
い
白
号
3
り
号
、
第

8
囲
い
号

t
は
号
、
第
日
闘
い
考
)

部
③
の
旧
法
の
権
利
を
取
得
し
た

能
、
戦
構
病
者
が
昭
和
田
年
3
月
旧

日
以
前
に
死
亡
し
た
場
合
の
婁

③
①
の
旧
法
の
権
利
を
取
得
で
き

な
か
っ
た
妻
で
、
昭
和
問
年
4
月
1

自
に
お
い
て
戦
構
病
者
で
あ
っ
た
聾

守
申
請
先
市
社
会
諜
管
理
時
(
内

締
二
一

O)

救
急
法
更
新
議
醤
会

マ
日
韓
日
月
白
日
か
ら
日
月
却
臼

ま
で
の
4
日
間

マ
会
場
平
壇
市
福
祉
会
館

マ
対
象
救
急
員
適
任
証
の
あ
る
方

マ
受
講
料
一
千
円
(
教
材
費
)

マ
申
し
込
み
日
月
日
日
(
土
)
ま

で
に
市
福
祉
総
務
謀
庶
務
探
(
内
綿

一
…
一
七
)
へ

一
鴻
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー

守
山
月
四
日
(
木
)
午
後
4
時
括
分

「
性
の
選
別
に
つ
い
て
」
講
師
慶

応
義
塾
大
学
医
学
部
教
捜
臨
埠
理

八
氏

7
日
月
2
日
「
日
)
午
後
1
時

「
数
字
の
お
も
し
ろ
さ
と
つ
ま
ら
な

さ
」
講
師
京
都
大
学
教
授
轟
韓

王j
 

v
H
月
日
臼
(
士
)
午
撞
4
時
品
分

「
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
ア
フ
リ
カ
と
」

講
師
女
僅
黒
柳
撤
子
氏

7
日
月
白
日
(
金
}
午
桂
4
時
時
八
万

「
新
聞
の
本
当
の
読
み
方
」
講
舗

評
論
家
塩
田
丸
男
氏

金
場
は
古
世
帯
大
学
湘
南
校
舎
。
問

い
合
わ
せ
は
、
東
構
大
学
調
南
公
開

セ
ミ
ナ
ー
番
員
会
(
電
語
間
l
一一一

二
内
組
五
五

O
九
)
へ
。

一
審
臓
病
の
話
と
根
談
一

平
塚
市
腎
友
会
で
は
、
腎
臓
病
の

講
慣
と
相
説
会
を
品
開
く
。

マ
日
時
同
月
四
日
(
日
)
午
後
1

時
却
分

守
会
場
平
埠
市
勤
労
会
鮪

びわ青少年の家

道路治喉く勉験

車iまゴルフ場の迂闇路を

マ
講
師
車
期
大
学
病
院
腎
セ
ン
タ

i
助
教
捜
飛
田
英
穂
先
生

相
説
会
へ
の

j

申
し
込
み
は
、
望
豆

半
嘩
ク
リ
ニ
y
ク
(
電
話
回
1
五
六

O
六
)
へ
予
約
を
。

円
高
対
策
特
別
融
資

市
で
は
、
円
高
対
車
特
別
融
資
自

申
し
込
み
期
隈
を
、

3
月
出
日
ま
で

に
延
期
し
た
匂

問
い
合
わ
せ
は
、
市
閣
工
課
工
業

探
(
内
綿
五

O
七
)
へ
。

公
療
の
繰
上
返
済
そ
一

住
宅
金
融
公
屠
で
は
、
返
帯
金
の

全
部
ま
た
は
一
部
の
繰
り
上
げ
返
請

を
お
願
い
し
て
い
る
。

繰
り
上
げ
返
慣
の
手
続
き
は
、
取

り
扱
い
金
融
機
関
へ
。

治
火
競
技
大
会
開
問
く
一

平
理
市
危
世
物
安
全
協
会
で
は
、

第
四
回
消
火
競
技
大
会
を
開
く
。

門

v
日
時
四
月
白
日
(
木
)
午
前
9

時
四
分

マ
会
場
消
防
訓
鯖
場
(
田
村
)

びわ習少年の家の献の滋

県
で
は
、
圏
芸
相
鵠
コ
ー
ナ
ー
を

常
設
し
、
周
囲
芸
会
離
の
相
談

ι応
じ

て
い
る
。
(
日
曜
、
祝
臼
を
除
く
)

マ
湘
南
軍
芸
相
談
コ
ー
ナ
ー
(
平
場

市
八
重
暁
町
県
農
業
会
館
内
電

話
路

i
O五九一一一)

+
駐
車
場
が
全
箆
開
閉
鎖
一

平
揮
駅
ピ
ル
駐
車
場
の
立
体
化
工

事
が
始
ま
っ
た
。

本
工
事
着
工
後
は
、
来
年
三
月
ま

で
駐
車
場
が
全
面
閉
鎖
と
な
る
の
で

ご
注
意
を
。

文
世
帯
処
理
技
能
検
定
一

日
本
語
文
書
処
理
(
ワ
ー
プ
ロ
)

横
定
4
紐
説
鞍
が
行
わ
れ
る
。

マ
期
日
四
月
7
日
(
臼
)

ヤ
会
場
一
平
嘩
商
立
会
議
所
ほ
か

マ
受
験
料
二
千
五
百
円

マ
締
め
切
り
口
月
8
日
(
土
)

マ
申
し
込
み
先
平
塚
商
工
会
議
所

総
務
課
(
電
話
詑
二
五
一

O)

フ
ヱ
ス
テ
ィ
パ
ル
を

非
横
平
和
ひ
ら
つ
か
市
民
の
会
で

は
、
ひ
ら
つ
か
平
和
フ
ヱ
ス
テ
ィ
パ

ル
を
開
く
。

マ
日
時
同
月
部
日
(
日
)
午
桂
1

時
4
3
4
時

守
会
場
県
立
平
田
暗
農
業
会
館

中
内
容
バ
ン
ド
樟
審
、
コ
ー
ラ
ス

尭
表
、
映
画
上
映
、
対
話
集
合
、
市

民
創
作
品
層
、
平
和
資
料
展

一
労
働
問
題
専
門
講
康

守
日
程
叩
月
四
日
(
月
)
か
ら
日

月
H
日
(
金
)
ま
で
の
刊
日
間

マ
テ
ー
マ
こ
れ
か
ら
の
雇
用
と
貴

金
、
労
働
運
動
の
現
状
と
課
題
活
か

マ
受
講
料
一
千
七
百
円

門

v
会
場
・
申
し
込
み
先
県
湘
南
労

鋤
セ
ン
タ
ー
(
茅
ヶ
時
市
茅
ヶ
崎
・

電
語
O
四
六
七
回
1
一
七
一
一
)

オ11

、羽 11
dζ11  

__j ''. 

犬、ねこめ巡回収容
11月 1El (土) 1l.Fl8臼(土)
9 : 00 抑制公民館 9 ; 00 松原公民館

9 : 25 };:.野公民館 9 : 20 境貿公民館

9 : 50 豊田公民館 9 : 40 花水公民館

10 : 10 峨島公民館 10 帥富士見公民館

l() : 30 金山公民館 10: 30 中原公民舘

10: 50 問崎公民館 10: 55 組合民館

11 : 10 金日公民館 11: 15 吉沢公民館

所 百三→ 自 松 九 円 島 謹 友 三 五 円 崎 自 協揖 技ニ会マ輔マ
年四ご ト不自治時百、自掃子千郎、自治万議?万子万 社謀交
十十五四万全主八ふ拍誼 円 熊治会三会協七 七一告 捕

万五円円百七 地十じ会政八、一択委 千一議者二手守二議八議
~円、、九千六 i互開み 鱈千 12壬武 八五で会二十万六吉証ヂ事
子、士服円ノ九万社内野 手ド円入門誌j 一千穫圭 Jビ五円百九毒事円え
五 彩j!!-m 、 寸 円 金 、 自 万 7下、会 1 万ニ七内毘円、 同 苓
円 臼 チ山円、福壁泊五所 z 小五六宵干 1 亙 1 萌 十 1 え 円

日童手長時三LZ問者52奇自主EFLL
三塁酒ー 酒甜宮万万六円く、ヤ中二円入前員区泊地拍入 植 森

喜脂丈干庖望号内李芸え芸春子富士ム場委書芸全霊姿是 主移

が
4
時
り
、
現
在
、
自
治
会
役
員
な
お
、
現
説
の
道
路
敷
内
で

と
話
し
合
い
を
進
め
て
い
る
と
整
備
で
き
る
と
こ
ろ
は
装
備
を

こ
ろ
で
す
。
ム
プ
後
も
、
地
元
の
進
め
、
牽
の
す
れ
違
い
の
た
め

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
道
に
暫
定
的
に
退
避
粛
を
五
か
所

路
の
拡
綴
毅
備
に
努
め
て
ま
い
設
け
ま
し
た
。

り

ま

す

。

品

婆

賄

建

設

談

v

こ
の
一
東
に
、
子

供
会
で
び
わ
車
問
少

年
の
容
を
荷
崩
さ
せ
て
い
ぺ
た

き
、
大
変
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た。
し
か
し
、
琵
琶
入
口
の
バ
ス

停
か
ら
青
少
年
の
家
ま
で
の
道

は
、
カ
ー
ブ
が
多
く
、
見
通
し

が
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

狭
く
て
棄
が
通
る
と
危
険
で

す
。
子
供
た
ち
の
安
全
を
守
る

た
め
、
ぜ
ひ
道
路
の
拡
幅
を
お

綴
い
し
ま
す
。

〈
平
石
河
端
時
府
川
州
大
作
氏
〉

ヤ
ワ
ト
一
U

ぴ
わ
青
少
年
の

i:;;一
円
一
家
を
利
用
さ
れ
る

方
が
車
で
来
る
と
き
は
、
山
入
口

か
ら
の
灘
、
ま
た
は
ゴ
ル
フ
場

の
迂
回
路
を
通
る
よ
う
指
導
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
パ
ス
で

来
る
人
は
、
バ
ス
停
か
ら
こ
の
と
の
道
路
の
拡
福
に
つ
い
て

道
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
は
、
以
前
、
地
元
か
ら
も
要
望

第 423望号

三主主~i寺三手者金三三三主主主潟君主ミ主主主ゑ

013曜日月17日 9時30分--15時揮韓センター/

10月25日目時---15時 ダ イ ク マ/10月27日目時-15
時駅南口/日月 8日10時-12時中 央 農 協 同 崎 支

所、 13時-15時金田公民館/日月 12日10時-15時
八幡公民館/11丹15日10時-12時四之宮公民

語、 13時 -15時サンシャイン半揮

。ご協力ありがとうございました作用〉
駅北口〈平揮しらさぎライオンズクラブ) 42本、

平田重工業〈株) 74本、(株)三興製作所平理工場

33本、日本クラワンコルク(株) 59本、共栄工業

(株)平塚工場44二本、三基樹脂〈棉〉平場工場59
本、ダイクマ{平塚なでしこうイオンズクラブ〉

132本、駅北口〈東海大口ーターアクトクラブ)73

本、三共イじ成工業(株)平理工場84本、駅北口 58
本、日産車体〈株) 184本、松原公民賠日本、日本

たばこ産業体育センター 6本、駅南口74本

長K 雪日金三Zそ笑芸ZZそ25E草YE事E母弓辱今

42宅言受5E芸奪P充義空 宍主完主主え足えてZ宅てんすでらるは、のとてはろ 二見に葉背か思を下め、
Rqo半量五一雪子号警主主 C苦票喜モミ去さ手芸毒
い弟 きか事分ゃ。ほちちの よれれわきあもれのでさ
、が 量ぎをのん野一一一品一五てをたなので誕いん
ち害義主草書雪耕三轄下吋d 日持号室れ がとさおをニ1-メ弓幸子孔eJ 赤、 問 札?育

23鰐 μtR安全諸ZEZ上ぷ霊そ日おそロラ表示会刊勺
量ラ間関守ーコ向付す寄手三宅品主話会雪意見』ζむき芸品語学長Z
わのそがの酪 でがのす大こうも、がた、理なし心んでおゃにたる時ででま五主

主管長問詩害55員長選??2225g2532i言iAi主主普
門軒目 ぎ宅Ed軒高弘ぇ支R宅曹三霊手持品完号M 会喜手

BEE2宅Z話芸界Z 喜主て長ぢ玉。き左手ヵ:5る蓄票存き

と氏でまも宮EESて旨ほ喜と吉んてEZ京さ「なて氏ヲがて中を のー満 いとすま塑
2満て右手いれきとたうかんこくどわがりま喜持大満む話す戸霊会idさ轟 iZ(呂

!ji;jji;!jj;マ;;;;;;jji!?jiii関iHiij!
計 ?52;zfE3量 5」詰長持妻 Ei三医院勺X225522
25U252553285dssji輔鞠審ト 23388;ぷhi長七
号室主害虫ち h議問兄伝完結主主管芸つ火半き塑竪揮下ゐ支ZZ旨弓富豪去J急VE璽

2誤認民2525お持絞詰お簿司審議委持持票333ii??事
満8U日 UEM見ご号、まててはで後世会り護えれは交吋は害すあ し!
室主主主髭ioLiihzgえ副長言論 迄 蚤 HERM芸品ド

しんい 涼の にさこ。つ寺三突き誕壬実否雫ミ総k 。汀せまらをちしれ変 し新

M QEそ月見守坊hEZ長てき五九時zrifiH向性蓄を官M5時そ量宮市
経25;555155355A主計量てあ仁の つ 235まきに雪223民ぁ喜君主べ23is

tti;15jijiijziiiitijj;!;i;;;jjijjjj;i!:jjjj;ii 
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